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第18回総会と
卒業50年記念祝賀会を開催

　

本
年
度
の
白
門
三
八
会
総
会
と

卒
業
50
年
記
念
祝
賀
会
が
４
月
20

日
（
土
）、
新
宿
の
京
王
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
に
て
、
久
野
修
慈
中
央
大

学
学
員
会
会
長
、
遠
山
暁
中
央
大

常
任
理
事
、
各
年
次
支
部
代
表
者

ら
の
来
賓
、
昭
和
38
年
卒
業
生
、

同
伴
者
家
族
ら
１
４
５
名
の
参
加

に
よ
り
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

第
一
部
の
定
時
総
会
は
、
武
田

総
務
部
長
が
司
会
。

　

会
則
に
よ
り
松
本
三
八
会
会
長

が
議
長
に
就
き
挨
拶
の
あ
と
、
久

保
幹
事
長
の
平
成
24
年
度
実
績
報

告
、
三
船
事
務
局
長
の
決
算
報
告

と
近
藤
監
事
の
監
査
報
告
、
各
部

長
よ
り
本
年
度
の
事
業
計
画
、
予

算
案
、
第
５
号
議
案
の
卒
業
50
年

記
念
事
業
収
支
見
込
、
役
員
一
部

改
正
案
の
趣
旨
説
明
を
諮
り
、
全

議
案
は
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

　

第
二
部
の
卒
業
50
年
記
念
祝
賀

会
は
西
相
談
部
長
の
司
会
に
よ

り
、
校
歌
斉
唱
、
物
故
者
へ
の
黙

祷
、
宮
澤
事
業
部
長
の
祝
賀
会
開

催
挨
拶
、
松
本
会
長
挨
拶
、
久
野

学
員
会
長
、
遠
山
常
任
理
事
の
来

賓
挨
拶
と
山
形
市
よ
り
参
加
の
小

関
和
雄
会
員
の
祝
い
の
謡
を
い
た

だ
き
、
乾
杯
は
元
衆
議
院
議
員
小

島
敏
男
会
員
の
力
強
い
発
声
が
、

丸
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
だ
美
味
し
い

中
華
料
理
と
酒
を
一
層
盛
り
上
げ

て
く
れ
た
。

　

更
に
、
白
門
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が

長
年
培
っ
た
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
関
奈

美
さ
ん
の
会
場
に
澄
み
わ
た
る
ソ

プ
ラ
ノ
の
歌
声
が
、
会
場
を
和
ら

か
く
つ
つ
ん
で
く
れ
た
。

　

発
起
人
の
紹
介
、
遠
方
参
加
者

の
紹
介
、
弁
護
士
中
陣
秀
夫
会
員

の
締
め
の
挨
拶
、
そ
し
て
み
ん
な

で
肩
を
組
ん
で
応
援
歌
、
惜
別
の

歌
を
歌
い
、
久
保
幹
事
長
の
閉
会

の
謝
辞
で
散
会
し
た
。

�

（
総
務
部　

武
田　

幹
雄
）

小島敏男会員の力強い発声で元気に乾杯
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卒
業
50
年
記
念

懇
親
会
を
迎
え
て

会長
松本 將男

　

去
る
４
月
20
日
（
土
）
に
京
王

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
昭
和
38
年
中
央

大
学
卒
業
50
年
を
記
念
し
た
懇
親

会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

２
年
前
か
ら
卒
業
50
年
を
記
念
す

る
行
事
を
ど
の
よ
う
な
も
の
に
す

る
か
を
三
八
会
の
幹
事
会
で
検
討

し
、
50
年
記
念
誌
の
発
行
、
記
念

名
簿
の
作
成
と
並
ん
で
記
念
懇
親

会
を
開
催
す
る
３
つ
の
テ
ー
マ
に

取
り
組
む
こ
と
を
決
定
し
て
準
備

を
進
め
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
行
事
を
成
功

さ
せ
る
た
め
に
、
事
業
資
金
を
ど

の
よ
う
に
確
保
で
き
る
か
が
最
大

の
前
提
課
題
で
あ
っ
た
が
、
会
員

の
企
業
か
ら
の
協
賛
と
会
員
個
々

の
協
力
に
よ
り
昨
年
末
に
大
凡
の

目
途
が
立
ち
、
当
初
検
討
し
た
行

事
が
す
べ
て
実
行
で
き
る
見
通
し

が
つ
い
た
。

　

記
念
誌
へ
の
投
稿
原
稿
は
87
名

の
同
期
生
か
ら
夫
々
の
思
い
を
込

め
た
読
み
甲
斐
の
あ
る
内
容
の
も

の
を
い
た
だ
け
た
。

　

記
念
懇
親
会
に
は
久
野
学
員
会

長
、
遠
山
常
任
理
事
、
他
の
年
次

支
部
長
の
来
賓
に
加
え
、
同
期
生

も
多
数
参
加
を
い
た
だ
き
、
盛
会

裡
に
開
催
で
き
た
こ
と
に
準
備
を

企
画
し
た
責
任
者
と
し
て
責
任
を

果
た
せ
た
こ
と
に
安
堵
し
た
。
ま

た
準
備
に
協
力
い
た
だ
い
た
関
係

者
一
同
に
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

　

参
加
者
の
中
で
は
50
年
の
節
目

の
行
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回

初
め
て
参
加
を
さ
れ
た
人
も
多
く

あ
り
、
会
場
で
は
中
央
大
学
の
学

生
時
代
へ
の
懐
旧
と
卒
業
以
来
の

経
て
き
た
こ
と
へ
思
い
や
旧
友
と

の
再
会
を
喜
ぶ
姿
が
あ
り
、
意
義

の
あ
る
行
事
に
な
っ
た
と
思
う
。

　

我
々
は
１
９
４
１
年
４
月
１
日

以
前
に
生
を
受
け
た
世
代
で
あ

り
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
禍
を

生
後
間
近
に
う
け
、
そ
の
犠
牲
を

避
け
こ
の
時
代
ま
で
、
ま
た
当
時

大
学
進
学
率
が
10
パ
ー
セ
ン
ト
台

で
あ
っ
た
時
代
に
中
央
大
学
に
学

べ
た
こ
と
に
改
め
て
感
謝
し
た

い
。

　

開
催
の
案
内
へ
の
回
答
や
記
念

誌
へ
の
投
稿
文
を
読
む
と
、
各
人

が
戦
後
の
日
本
の
発
展
や
成
長
に

つ
い
て
夫
々
の
分
野
で
様
々
に
努

力
・
活
躍
し
尽
力
し
て
き
た
足
跡

を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

卒
業
後
の
厳
し
い
競
争
を
勝
ち

抜
き
、
卒
業
50
年
を
祝
う
こ
と
が

で
き
る
こ
と
に
御
苦
労
さ
ま
で
し

た
と
申
し
上
げ
た
い
気
持
ち
で
あ

る
。

　

一
方
、
様
々
な
事
情
で
こ
の
記

念
の
行
事
に
参
加
で
き
な
い
同
期

生
も
多
数
が
い
る
こ
と
、
ま
た
残

念
な
が
ら
こ
の
間
に
逝
去
さ
れ
た

方
も
多
く
お
ら
れ
、

半
世
紀
の
時
間
の

長
さ
を
感
じ
る
。

懇
親
会
で
は
久
野

学
員
会
長
に
は
特

別
に
ご
挨
拶
を
お

願
い
で
き
た
こ
と
、

小
関
和
雄
会
員
の

祝
い
の
謡
「
鞍
馬

天
狗
」
や
白
門
グ

リ
ー
ク
ラ
ブ
の
校

歌
、
そ
の
他
の
歌

唱
、
関
美
奈
さ
ん

の
オ
ペ
ラ
独
唱
が

雰
囲
気
を
盛
り
立

て
く
れ
た
こ
と
等

感
謝
を
申
し
上
げ

た
い
。

会
場
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
も
、

懇
親
会
会
場
を
数
次
に
亘
る
変

更
、
料
理
な
ど
も
様
々
な
注
文
に

応
じ
て
く
れ
た
こ
と
に
も
お
礼
を

申
し
上
げ
た
い
。

　

当
日
お
会
い
し
た
同
期
の
面
々

は
い
ず
れ
も
元
気
を
横
溢
し
て
お

ら
れ
た
。こ
れ
か
ら
も
日
本
の
為
、

中
央
大
学
発
展
の
為
に
お
互
い
元

気
に
活
躍
を
す
る
こ
と
を
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
母
校
の
経
営
に
つ
い

て
の
ゴ
タ
ゴ
タ
は
早
く
解
決
し
、

再
生
中
央
大
学
の
姿
を
世
間
に
発

信
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

小関和雄会員による祝いの謡

「鞍馬天狗」

会場に澄みわたる関奈美さんのソ

プラノ

白門グリークラブによる校歌斉唱
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平
成
24
年
８
月
25
日
（
土
）、

処
暑
と
は
い
え
連
日
30
度
を
超

す
猛
暑
の
中
、
御
茶
ノ
水
の
雀

荘
「
路
」
に
集
ま
り
大
会
を
行
っ

た
。
参
加
者
は
前
回
２
月
の
大

会
よ
り
若
干
少
な
か
っ
た
が
、

17
名
４
卓
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

皆
さ
ん
気
合
が
入
っ
て
い
る
の

で
、
予
定
よ
り
早
く
席
に
着
き
、

お
酒
も
入
り
賑
や
か
に
始
ま
っ

た
。

　

前
回
最
下
位
の
芦
澤
君
は
１

～
３
回
戦
い
ず
れ
も
大
き
く

ト
ッ
プ
を
取
り
、
２
位
を
大
き

く
離
し
断
ト
ツ
の
優
勝
を
さ

ら
っ
た
。
２
位
の
飛
田
君
は
万

年
４
位
で
、
賞
金
に
恵
ま
れ
ず

ぼ
や
い
て
い
た
が
、
今
回
漸
く

念
願
を
果
た
し
た
。
前
回
ご
夫

婦
で
１
、２
位
を
独
占
し
た
山
本

夫
妻
は
連
覇
な
ら
ず
悔
し
い
結

果
で
あ
っ
た
。

　

日
射
し
は
強
い
が
冷
た
い
北

風
が
吹
く
平
成
25
年
２
月
16
日

（
土
）
の
正
午
、
皆
さ
ん
コ
ー
ト

の
襟
を
立
て
な
が
ら
集
合
時
間

ピ
ッ
タ
リ
に
揃
っ
た
。
16
名
と

４
卓
成
立
ギ
リ
ギ
リ
で
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
蔓
延
し
て
い
る

中
ド
タ
キ
ャ
ン
を
心
配
し
た
が
、

皆
さ
ん
元
気
一
杯
、
時
間
前
に

ス
タ
ー
ト
し
た
。

猛暑の中、熱戦を繰り広げた参加者（８月 25日　於：

雀荘「路」）

9月５・７・８日
（木・土・日）

第 16・17 回

麻雀大会芦
澤
君
優
勝
‼　

前
回
ビ
リ
の
汚
名
返
上

奥
君
２
回
目
の

優
勝
を
飾
る

第 16回

第 17 回

　

ゲ
ー
ム
の
最
中
、
上
が
れ
な

い
こ
と
を
場
所
が
悪
か
っ
た
と

か
、
俺
の
良
い
手
の
時
に
誰
か

が
チ
ョ
ン
ボ
し
た
か
ら
ハ
ネ
満

を
逃
が
し
た
と
か
ボ
ヤ
キ
な
が

ら
の
熱
戦
が
続
い
た
。

　

そ
の
中
最
初
の
回
で
一
気
に

９
万
点
近
い
ト
ッ
プ
を
取
っ
た

奥
君
は
、
２
回
も
プ
ラ
ス
３
回

は
ま
た
ト
ッ
プ
と
快
調
に
進
め

断
ト
ツ
の
成
績
で
あ
っ
た
。
こ

れ
で
第
４
回
大
会
以
来
２
度
目

の
優
勝
で
あ
る
。

　

次
回
は
８
月
24
日
（
土
）
同

じ
時
間
（
11
時
45
分
集
合
）、
同

じ
場
所
「
路
」
で
開
催
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
多
数
の
参
加
を

期
待
し
ま
す
。

�

（
川
瀬　

信
一
郎
）

雀
荘
「
路
」

千
代
田
区
神
田
淡
路
町
２
︲
11
荻
原
ビ
ル

電
話
：
０
３
︲
３
２
５
２
︲
５
１
５
７

優勝	 芦澤　基
２位	 飛田　隆幸
３位	 西　章
４位	 久保田　昌夫
５位	 椎名　薫
６位	 住吉　陽
７位	 荻野　八郎　
８位	 近藤　和英
９位	 後藤　全弘
10 位	 山本　英喜
11 位	 川瀬　信一郎

優勝	 奥　恵行
２位	 川瀬　信一郎
３位	 土方　秀一
４位	 山本　令夫人

12 位	 宮澤　公廣
13 位	 安藤　誠邦
14 位	 山本　令夫人
15 位	 土方　秀一
16 位	 奥　恵行
17 位	 西田　茂登美

５位	 柴田　輝夫
６位	 宮澤　公廣
７位	 荻野　八郎
８位	 山本　英喜
９位	 久保田　昌夫
10 位	 松浦　欽一
11 位	 饗庭　宏至
12 位	 椎名　薫
13 位	 近藤　和英
14 位	 西　章
ＢＢ	 西田　茂登美
16 位	 安藤　誠邦

第 16回 結果発表

第 17回結果発表

第18回麻雀大会	 8月 24日（土）	 神田淡路町・雀荘 ｢路｣

25年度 オペラ鑑賞会	 	 新国立劇場・オペラパレス

９月度 月例幹事会	 9月 12日（木）	 駿河台記念館

第２回 カラオケ会	 9月下旬（予定）	 第一ホテル東京・２階「トラックス」

10月度 月例幹事会	 10月 10日（木）	 駿河台記念館

第36回 春秋ゴルフ会	 10月 24日（木）	 未定

中央大学ホームカミングデー・バスツアー	 10月 26日（土）	 後楽園・市ケ谷・多摩等５校舎巡り

中央大学ホームカミングデー	 10月 27日（日）	 多摩キャンパス

11月度 月例幹事会	 11月 14日（木）	 駿河台記念館

12月度 月例幹事会兼忘年会	 12月 12日（木）	 グランドアーク半蔵門

１月度 月例幹事会	 1月 9日（木）	 駿河台記念館

２月度 月例幹事会	 2月 13日（木）	 駿河台記念館

第19回 麻雀大会	 2月 15日（土）	 神田淡路町・雀荘「路」

第３回 カラオケ会	 2～３月中（未定）	 第一ホテル東京・２階「トラックス」

３月度 月例幹事会	 3月 13日（木）	 駿河台記念館

川瀬信一郎	
045-423-9068
松本　將男	
042-487-8540
武田　幹雄	
042-369-3676
久保　雅孝	
04-7191-8109
武田　幹雄	
042-369-3676
宮澤　公廣	
042-524-3232
椎名　　薫	
047-379-8008
椎名　　薫	
047-379-8008
武田　幹雄	
042-369-3676
久保　雅孝	
04-7191-8109
武田　幹雄	
042-369-3676
武田　幹雄	
042-369-3676
川瀬信一郎	
045-423-9068
久保　雅孝	
04-7191-8109
武田　幹雄	
042-369-3676

行事内容 開催日時 開催場所 連絡先／電話番号

平
成
25
年

平
成
26
年

平成25年度　白門三八会　年間行事予定　（平成25年８月１日～平成26年３月31日）



2013 年（平成 25 年）7 月 11 日

4

	 11月８日（木）同上
	 12月13日（木）グランドアーク半蔵門にて
	 （忘年会を兼ねて）
平成 25年	 １月10日（木）駿河台記念館にて
	 １月18日（金）同上（臨時幹事会）
	 ２月14日（木）同上
	 ３月14日（木）同上

◆第２号議案　平成 24 年度収支決算報告及び監査報告
６ページに掲載。

◆第３号議案　平成 25 年度事業計画案
（１）事業部
①昭和 38年中央大学卒業 50年記念祝賀会
　日　時：平成 25年４月20日（土）16時～ 18時
　場　所：京王プラザホテル　５階「コンコードボールルームＡ」
　内　容：中央大学学員会会長　久野修慈氏　祝辞
　　　　　中央大学常任理事　遠山　暁氏　祝辞
　　　　　懇親・会食
　アトラクション：オペラ歌手独唱、白門グリークラブ合唱
②第 35回白門三八会春秋ゴルフ会
　日　時：平成 25年５月23日（木）
　場　所：桜ケ丘カントリークラブ（東京都多摩市）
　担当者：宮澤公廣事業部長　電話：042-524-3232
③第 18回白門三八会懇親麻雀大会
　日　時：平成 25年８月24日 ( 土 )
　場　所：麻雀クラブ「路」（神田淡路町）
　担当者：川瀬信一郎事業部副部長　電話：045-423-9068
④第２回白門三八会懇親カラオケ会
　日　時：平成 25年９月頃　（未定）
　場　所：第一ホテル東京・２階「トラックス」
　担当者：久保雅孝幹事長　電話：04-7191-8109
⑤平成 25年度白門三八会オペラ鑑賞会
　日　時：平成 25年９月５日（木）・７日（土）・８日（日）
　場　所：新国立劇場・オペラパレス
　演　目：藤原歌劇団公演　「椿姫」
　担当者：松本將男会長　電話：042-487-8540
⑥第 36回白門三八会春秋ゴルフ会
　日　時：平成 25年 10月24日（木）
　場　所：未定
　担当者：宮澤公廣事業部長　電話：042-524-3232
⑦第 19回白門三八会懇親麻雀大会
　日　時：平成 26年２月15日（土）（予定）
　場　所：麻雀クラブ「路」（神田淡路町）
　担当者：川瀬信一郎事業部副部長　電話：045-423-9068
⑧第３回白門三八会懇親カラオケ会
　日　時：平成 26年２月～３月（未定）
　場　所：第一ホテル東京・２階「トラックス」
　担当者：久保雅孝幹事長　電話：04-7191-8109

（２）総務部
①第 18回（平成 25年度）定時総会
　日　時：平成 25年４月20日（土）14時～ 15時
　場　所：京王プラザホテル　47階「あけぼの」
　議　案：�平成 24 年度事業報告、同収支決算報告及び監査報

告平成 25年度事業計画案、同収支予算案、卒業 50
年記念事業、役員一部変更案

②昭和 38年中央大学卒業 50年記念誌の発行
　三八会会員及び会員以外の同期卒業生から記念誌掲載文を募集

　発行部数：800 部～ 1,000 部
　�祝賀式典参加者及び三八会会員及び記念誌に寄稿された会員
以外の方並びに大学関係先、学員会、他の年次支部等に配布

③白門三八会・会報の発行
　第 32号会報（平成 25年７月下旬発行予定）
　担当者：山口義夫総務部副部長　電話：043-432-0130
④ ｢中央大学ホームカミングデー｣ への参加　
　日　時：平成 25年 10月27日（日）（予定）
　場　所：中央大学多摩キャンパス
　担当者：椎名薫総務部副部長　電話：047-379-8008   
　�私どもは、本年度卒業 50 周年にあたりますので、中央大学か
ら特別招待がある予定です。また、前日の 10月 26日（土）
には中央大学の５校地（御茶ノ水・後楽園・四谷・多摩等）
を巡るバスツアーが企画されており、これにも招待される予定
ですので、多数の方の参加を期待しております。
⑤中央大学学員会・新設年次支部「白連 2014」設立総会に参加
　松本会長の他幹事数名が参加の予定
　日時・場所：未定
　担当者：久保雅孝幹事長　電話：04-7191-8109

（３）会員部
①卒業 50年を記念した会員募集を行う。
②卒業 50年を記念した会員名簿を発行する。
　平成 25年７月に会員名簿を発行し、全会員に配布する。
③会員名簿の適宜修正
　　
（４）会計・法律相談部
白門三八会・学員活動運営規則に則り、税務、会計また民事刑
事等の法律問題について相談に応じますので、会員各位のご利用
をお待ちしております。

（５）幹事会
平成 25年度の幹事会は下記の通り、毎月第二木曜日に行われる
予定です。
平成 25年	４月17日（水）駿河台記念館にて（変則日程）
	 ５月９日（木）同上
	 ６月13日（木）同上
	 ７月11日（木）同上
	 ９月12日（木）同上　　　　
	 10月10日（木）同上
	 11月14日（木）同上
	 12月12日（木）グランドアーク半蔵門にて
	 （忘年会を兼ねて）
平成 26年	１月９日（木）駿河台記念館にて
	 ２月13日（木）同上
	 ３月13日（木）同上

第４号議案　　平成 25年度収支予算案
６ページに掲載。

第５号議案　　卒業 50年記念事業計画
７ページに掲載。

第６号議案　　役員一部変更案
７ページに掲載。

� 以　上
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◆第１号議案　平成 24 年度事業実績報告
（１）事業部
①第33回白門三八会春秋ゴルフ会　平成24年５月17日（木）
　於：飯能ゴルフクラブ（埼玉県飯能市）
　優勝者：室町　明君　参加者：９名
②第３回白門三八会懇親旅行　平成 24年６月８日（金）～９日（土）
　東日本大震災後の福島・茨城を訪ねる旅
　�同窓の斉藤氏が社長を務める「スパ　リゾート　ハワイアンズ」
に１泊　参加者：４名
③第16回白門三八会懇親麻雀大会　平成24年８月25日（土）
　於：麻雀クラブ ｢路｣（神田淡路町）
　優勝者：芦澤　基君　参加者：17名　
④白門三八会平成 24年度オペラ鑑賞会　平成 24年９月９日（日）
　於：新国立劇場・オペラパレス
　演目：藤原歌劇団公演　ベッリーニ作曲「夢遊病の女」
　参加者：８名
⑤第１回白門三八会懇親カラオケ会　平成24年９月27日（木）
　於：第一ホテル東京「トラックス」　参加者：９名
⑥第 34回白門三八会春秋ゴルフ会　平成 24年 10月25日（木）
　於：鎌ヶ谷カントリークラブ（千葉県鎌ケ谷市）
　優勝者：菊池健三君　参加者：８名
⑦第 17回白門三八会・懇親麻雀大会　平成 25年２月16日（土）
　於：麻雀クラブ ｢路｣（神田淡路町）
　優勝者：奧　恵行君　参加者：16名

（２）総務部
①第 17回（平成 24年度）白門三八会定時総会・懇親会
　日時：平成 24年４月21日（土）　15時～ 20時
　場所：上野「東天紅」　４階「飛鳥の間」
　【定時総会】
　議題：平成 24年度事業報告、同収支決算報告及び監査報告
　　　　平成 25年度事業計画案、同収支予算案、役員改選案
　　　　卒業 50年記念祝賀行事開催について
　　　　卒業 50年記念誌発行について
　　　　会員全員に記念誌への原稿寄稿を依頼（Ａ－４版１枚）
　【懇親会】
　�松丸常任理事はじめ各年次支部長らの来賓を迎え、賑やかで
和やかな集いとなり、村松芸能技塾一座の「日本の民謡訪ね
歩き唄」が会場を盛り上げた。　参加者：62名
②白門三八会・会報の発行
　第 31号　平成 24年７月19日発行（18頁）
③卒業 50年記念誌発行の準備作業の遂行
　�会員はじめ 38 年卒の同期生に原稿寄稿の依頼、回収、印刷
所の決定、編集などを行っております。
④�「中央大学に学ぶ留学生と学員との国際交流の集い」への参
加
　�平成23年度に引き続き、平成24年度も開催が見送られました。
⑤�「中央大学ホームカミングデー」への参加　
　平成 24年 10月28日（日）
　�当会会員は午前 10時からの開会式に出席の後、ヒルトップ４
階の食堂に席を移し、懇親会を開催し和やかなひと時を過ごし
た。　参加者：14名
⑥白門三八会・平成 24年度忘年会　平成 24年 12月13日（木）
　於：グランドアーク半蔵門　　参加者：18名
⑦学員会・新設年次支部「白連 2013 会」設立総会に参加　　

　日時：平成 25年３月23日（土）
　場所：京王プラザホテル　久保幹事長、西部長が出席
⑧東日本大震災へのボランティア活動に対する支援
　�中央大学学生の東日本大震災へのボランティア活動に対する支
援として、三八会から５万円を拠出しました。

　　
（３）会員部
①現在会員数
　494 名（平成 25年２月末現在）
②平成 24年度新規入会者
　下山田聰明君（法）（紹介者：松本將男君）
　加藤　博義君（法）（紹介者：松本將男君）
　古田　導生君（商）（紹介者：金井重博君・宮澤公廣君）
　依田　育憲君（商）（紹介者：松本將男君）
　西山　武夫君（文）（卒業 50年祝賀事業の案内に応じて）
　井　靖四君（理工）（同上）　　　　　　　
　寺澤　俊彦君（法）（同上）　
　広瀬　哲也君（商）（同上）　
　竹添祥一郎君（理工）（同上）　
　中田　康之君（経）（紹介者：松本將男君）
　小関　和雄君（経）（紹介者：松本將男君）
③平成 24年度退会者
　福崎　敏英君（法）　
④物故者
　飯田　輝雄君（商）平成 23年５月14日　ご逝去　
　大城　康弘君（経）平成 23年５月22日　ご逝去　　　　　
　依田　育憲君（商）平成 24年 12月22日　ご逝去
　前谷　忠孝君（経）平成 25年２月６日　ご逝去
⑤実施した会員部の活動
　◇卒業 50年記念総会開催に伴う入会キャンペーンの実施
　◇�三八会会報発行時に入会の勧誘、定時総会時に個別紹介の
要請

　◇会員名簿の適宜修正、会員名簿補遺版の適宜作成
　◇卒業 50年記念会員名簿の発行準備
　　　　
（４）会計・法律相談部
会員から法律、税務・会計に関する相談があり、会員の弁護士、
会計士を紹介した。

（５）白門三八会卒業 50年記念祝賀事業の準備
前期の第 17回（平成 24年度）定時総会に於いて議決されまし
た事項にそって記念祝賀事業の準備を計画の通り粛々と進めて参
り、本日を迎える事ができました。多くの会員及び会員以外の同
期生のご協力に心から感謝申し上げます。

（６）幹事会
幹事会は原則毎月第二木曜日に中央大学駿河台記念館７階の
715 号室で午後６時から開催され、終了後（午後７時～８時頃）
同館１階のレストラン「プリオール」で懇親会を開催しております。
幹事以外の一般の会員の方もお気軽にご参加ください。
平成 24年度の幹事会は卒業 50年祝賀事業の準備のための臨時
幹事会を含め下記の通り開催されました。
平成 24年	４月19日（木）駿河台記念館にて（第三木曜日）
	 ５月10日（木）同上
	 ６月14日（木）同上
	 ７月12日（木）同上
	 ７月20日（金）同上（臨時幹事会）
	 ９月13日（木）同上
	 10月11日（木）同上

第18回（平成25年度）　白門三八会定時総会　議案
平成 25 年４月 20 日（土）
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一般会計
	 収入の部	 支出の部	

	 項目	 金額	 項目	 金額 
前年度繰越金	 3,420,843	 	
入会金収入	 12,000	 総会懇親会関係	 450,993
年会費収入	 334,000	 事務局関係	 111,950
総会会費収入	 540,000	 事業部関係	 880
寄付金	 198,417	 総務部関係	 306,339
雑収入	 220,000	 会員部関係	 32,425
受取利息	 498	 	
	 	 特別会計への繰入	 500,000
	 	 小計	 1,402,647
	 	 次年度繰越金	 3,323,111
計	 4,725,758	 計	 4,725,758

特別会計
	 収入の部	 支出の部	
	 項目	 金額	 項目	 金額 
一般会計からの繰入	 500,000	 印刷費	 185,731
協賛金収入	 2,426,000	 発送費	 324,360
記念懇親会収入	 745,000	 諸手数料	 16,180
	 	 小計	 526,271
	 	 次年度繰越金	 3,144,729
計	 3,671,000	 計	 3,671,000

繰越金資産
	 項目	 金額	 項目	 金額 
一般会計分	 3,323,111	 三井住友銀行	 3,077,020
特別会計分	 3,144,729	 ゆうちょ銀行	 236,000
	 	 ゆうちょ銀行	 3,154,820
合計	 6,467,840	 合計	 6,467,840

	 項目	 収支予算 (A)	 実績 (B)	 差引額 (B-A)
前期繰越金	 3,420,843	 3,420,843	 0

収入の部
入会金収入	 10,000	 12,000	 2,000
年会費収入	 160,000	 334,000	 174,000
総会会費収入	 560,000	 540,000	 Δ 20,000
寄付金	 0	 198,417	 198,417
受取利息	 500	 498	 Δ　2
雑収入	 165,000	 220,000	 55,000
計	 895,500	 1,304,915	 409,415

支出の部
総会懇親会関係	 536,000	 450,993	 Δ 85,007
事務局関係	 122,000	 111,950	 Δ 10,050
事業部関係	 10,000	 880	 Δ 9,120
総務部関係	 860,000	 306,399	 Δ 553,601
会員部関係	 37,000	 32,425	  4,575
会計法律関係	 10,000	 0	 Δ 10,000
特別会計への繰入	 0	 500,000	 500,000
計	 1,575,000	 1,402,647	 Δ 172,353
次期繰越金	 2,741,343	 3,323,111	 581,768

収支予算（案）
	 項 目	 金 額	 記 事
前期繰越金	 3,323,111	

収入の部
入会金収入	 5,000	 新規加入　5名×@1,000
年会費収入	 140,000	 既会員 30 名× @4,000　新規加入 5 名× @4,000
総会会費収入	 0	 卒業 50年を祝う会 ( 特別会計 )
寄付金	 0	
受取利息	 500	 受取利息　500
雑収入	 0	
計	 145,500	

支出の部
総会懇親会関係	 0	 卒業 50年を祝う会 ( 特別会計 )
事務局関係	 72,000	 年次支部 10,000　　切手代 12,000
	 	 年賀広告等 30,000　　各種手数料 20,000
事業部関係	 10,000	
総務部関係	 380,000	 年次支部出席のための費用 13 支部×@5,000
	 	 会報印刷・編集等 200,000 × 1回　ホームカミングデー景品及び広告　20,000
	 	 宛名シール 15,000 × 1回　送料 60,000 × 1回　その他 20,000
会員部関係	 37,000	 新規会員募集のための通信費等　5,000
	 	 名簿メンテナンス　32,000
会計法律関係	 10,000	
計	 509,000	
次期繰越金	 2,959,611	

平成24年度白門三八会収支決算書（案）
自平成 24 年 4月 1日　至平成 25 年 3月 31日

平成25年度白門三八会収支予算書 (一般会計 )

平成24年度白門三八会予算・実績対比表
(一般会計 )

単位 : 円 単位 : 円

収支予算・実績対比表

白門三八会会則第 8条 (3) により平成 24 年度 ( 平成 24 年 4 月
１日～平成 25 年度 3月 31 日 ) 収支決算書 ( 案 ) に基づき、帳
簿及び関係帳票を監査したところいずれも正確であることを認
めます。
� 平成 25年 4月 17日

会計監査報告

会計幹事　芥川　　基

会計幹事　近藤　和英
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■収入	 	 	
懇親会参加収入	 	 	 1,100
　本人	 100 名＠ 10
　同伴者	 20 名＠ 5
協賛金収入	 	 	 2,426
　協力額	 100 千円以上	 9 件	
　同	 50—100 千円	 10 件	
　他	 	 85 件	
　（計）	 	 （延べ 104 件）	
本会計より	 	 	 500
合計	 	 	 4,026
	 	 	
■支出	 	 	
事業準備費用	 	 	 600
　開催案内　印刷	 	 150	
　　　　　　発送	 	 300	
　　　　　　その他	 	 150	
記念誌の作成	 	 	 800
懇親会（京王プラザホテル）	 	 	 1,636
　飲食代	 150 名＠ 9	 1,350	
　室料	 5A-126　47-60	 186	
　機材使用料	 	 100	
お土産	 	 	 150
余興出演料	 	 	 300
名簿作成	 	 	 300
予備費	 	 	 200
合計	 	 	 3,986

卒業50年記念行事収支計画
単位 : 千円

（平成 25年３月 31日現在）

（平成 25年４月 20日現在）

会　長	 松本將男（経）

副会長	 �宮澤公廣（経）、武田幹雄（商）、町田 武（法）、

西 章（経）

幹事長	 久保雅孝（法）

事務局	 �局長 三船 巧（経）、副局長 奥 恵行（経）＊

	 片山隆之（商）、沢山良一（商）

事業部	 �部長 宮澤公廣（経）、副部長　川瀬信一郎（理工）、

	 �西田茂登美（商）

	 五十嵐勇（法）、小川哲英（商）、小野口昇一（理工）、

	 墨 林衛（法）、住吉 陽（理工）、芹澤清二（経）、

	 田中 譲（法）、藤井政男（法）、柳平啓明（法）、

	 渡辺金哉（法）

総務部	 �部長 武田幹雄（商）、副部長 椎名 薫（法）、

山口義夫（商）

	 �安藤誠邦（商）、家村輝昭（法）、大西雅和（理工）、

	 金井重博（商）、紙谷みえ子（文）、近藤駿一（法）、

	 柴田輝男（法）＊、清水良男（経）、伴 忠彦（商）、

	 堀 貞則（法）、宮澤 誠（商）

会員部	 �部長 町田 武（法）、副部長 久保田昌夫（商）、

野村六彦（経）

白門三八会 役員

	 石川昭治（法）、大隈正道（法）、黒澤㓛記（法）、

	 後藤全弘（商）、佐藤悳哉（法）、佐藤裕美（法）、

	 鈴木紀元（文）、忠海弘一（法）、寺田 貢（経）、

	 松本 孝（商）、村奈嘉与一（理工）、若宮正英（商）、

	 渡辺長武（経）

相談部　部長 西 章（経）

	 �板倉 章（文）、荻野八郎（商）、佐々木英雄（法）、

佐野義矩（商）、松本彧彦（法）

監　事	 芥川 基（法）、近藤和英（商）

＊新任

会員部からのお知らせ
昭和 38 年卒業で入会希望の方がありましたら、お知ら

せください。

白門三八会のお誘いの案内をお出しします。

〒 341-0058　埼玉県三郷市彦江 1-112　町田　武

メール：machida@sda-a.com　

tel & fax：048-951-1338
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平
成
24
年
10
月
25
日
（
木
）、

第
34
回
白
門
三
八
会
の
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
が
鎌
ヶ
谷
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
に
て
行
わ
れ
た
。
回
数
が
増
え

る
ご
と
に
参
加
メ
ン
バ
ー
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
が
、
日
頃
か
ら
健

康
に
留
意
し
て
い
る
ゴ
ル
フ
好
き

が
集
い
楽
し
い
コ
ン
ペ
と
な
っ

た
。

　

成
績
は
、
鍛
錬
し
て
い
る
菊
地

健
三
君
が
実
力
ど
お
り
優
勝
と

な
っ
た
。

　

末
永
く
コ
ン
ペ
が
続
く
こ
と
を

祈
り
ま
す
。

（
事
業
部
副
部
長　

西
田　

茂
登
美
）

　

こ
の
春
の
叙
勲
で
、
永
年
京
都

市
長
・
そ
の
前
の
京
都
市
の
教
育

長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
た
桝
本
賴
兼

氏
が
、
そ
れ
ら
の
社
会
貢
献
が
認

め
ら
れ
、
旭
日
中
綬
章
を
授
章
さ

れ
ま
し
た
。
三
八
会
と
し
て
も
大

変
名
誉
の
慶
事
と
し
て
お
祝
い
申

し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。な
お
、

会
員
一
同
と
し
て
の
お
祝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
員
以

外
で
の
同
期
の
受
賞
者
に
は
左
記

の
方
が
お
ら
れ
ま
す
。

瑞
宝
中
綬
章　

山
岸
祥
郎
氏

法
学
部
卒

元
駐
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
コ
大
使

�

（
会
長　

松
本　

將
男
）

　

平
成
25
年
春
の
叙
勲
に
お
い

て
、
旭
日
中
綬
章
を
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

春
爛
漫
の
穏
や
か
な
５
月
10

日
、
皇
居
「
春
秋
の
間
」
に
お
い

白
門
三
八
会 

ゴ
ル
フ
会

　

晴
天
の
五
月
空
、
今
年
は
初
夏

の
天
気
予
報
も
あ
り
、
平
成
25
年

５
月
23
日
（
木
）
多
摩
川
横
桜
ヶ

丘
カ
ン
ト
リ
ー
で
第
35
回
目
の
春

秋
ゴ
ル
フ
会
を
開
催
し
た
。
プ

レ
ー
参
加
は
６
名
だ
っ
た
が
、
例

年
３
組
に
は
な
っ
て
い
た
。
12
年

程
前
に
な
る
が
、
二
八
会
総
会
に

出
席
し
た
折
に
、「
今
は
１
～
２

組
し
か
集
ま
ら
な
い
」
と
、
聞
い

た
が
、
あ
れ
か
ら
12
年
、
私
た
ち

が
そ
の
年
に
な
っ
て
や
は
り
同
じ

よ
う
に
思
う
。

　

そ
れ
で
も
ス
タ
ー
ト
す
る
と
白

球
が
青
空
へ
飛
び
、
高
齢
と
は
思

え
な
い
驚
く
よ
う
な
ド
ラ
イ
バ
ー

シ
ョ
ッ
ト
も
あ
り
、
皐
の
花
も
今

を
時
と
ば
か
り
に
真
紅
に
咲
き
乱

れ
楽
し
い
。

　

パ
ー
テ
ィ
で
は
ゴ
ル
フ
は
ス
コ

プレー日　24 年 10 月 25 日（木）
場所　鎌ヶ谷カントリークラブ

プレー日　25 年 5 月 23 日（木）
場所　桜ヶ丘カントリークラブ 新Aグリーン（RT・FT）

桝
本
賴
兼
氏
が

旭
日
中
綬
章
を

授
章

て
天
皇
陛
下
に
拝
謁
し
、
お
言
葉

を
賜
り
恐
懼
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
上
、
一
同
５
０
０
人
を
代

表
し
、
謹
ん
で
お
礼
を
言
上
い
た

す
栄
誉
に
浴
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

優
る
栄
誉
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
こ
の
栄
誉
を
体
し
、
一

層
精
進
し
国
家
・
国
民
の
た
め
に

些
か
な
り
と
も
尽
力
い
た
す
決
意

を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

思
え
ば
、
美
し
く
輝
く
白
門
の
前

で
同
級
生
と
卒
業
写
真
を
撮
っ
て

ち
ょ
う
ど
50
年
。
白
門
三
八
会
開

催
の
卒
業
50
年
記
念
事
業
の
年
で

も
あ
り
ま
す
。
予
期
せ
ぬ
偶
然
に

驚
倒
し
つ
つ
も
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　

白
門
三
八
会
の
松
本
將
男
会
長

を
は
じ
め
、
５
０
０
名
を
超
え
る
会

員
等
の
皆
様
か
ら
の
ご
祝
意
と
ご

激
励
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
、

大
変
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

我
が
国
は
、
い
ま
未
曾
有
の
危

険
な
曲
が
り
角
に
あ
り
ま
す
。
現

役
引
退
後
で
、
出
来
る
こ
と
は
限

ら
れ
ま
す
が
、
自
分
な
り
に
こ
の

国
の
近
未
来
の
た
め
に
全
力
投
球

し
叙
勲
に
応
え
て
行
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。

天
皇
陛
下
に
お
礼
言
上
、

感
動
ひ
と
し
お

桝
本
　
賴
兼

法
学
部
卒
、
平
成
８
年
～
20
年
京
都
市
長

ア
ー
で
な
く
健
康
的
に
行
く
と

い
う
人
も
多
く
、
カ
ー
ト
に
乗

り
な
が
ら
で
も
ラ
ウ
ン
ド
で
は

１
０
、０
０
０
歩
は
歩
く
。
健
康

維
持
に
は
一
番
良
い
の
か
も
。

�

（
事
業
部
長　

宮
澤　

公
廣
）

第 34回鎌ヶ谷カントリークラブ（千葉県鎌ケ谷市）

第 35回桜ヶ丘カントリークラブ（東京都多摩市）

第
34
回

第
35
回

順位	 氏名	 ヒガシ	ナカ	グロス	 HDCP	 ネット
1位	 菊池健三	 43	 46	 89	  12.0 	 77.0 
2 位	 西　章	 50	 52	 102	  24.0 	 78.0 
3 位	 土方秀一	 48	 51	 99	  20.4 	 78.6
4 位	 椎名　薫	 60	 55	 115	  33.6 	 81.4
5 位	 奥　恵行	 52	 62	 114	  32.4 	 81.6
6 位	 西田茂登美	 60	 58	 118	  36.0 	 82.0 
7 位	 沢山良一	 56	 54	 110	  27.6 	 82.4
***	 室町　明	 	 42	 42	  6.0 	 36.0 

順位	 氏名	 OUT	 IN	 グロス	 HDCP	 ネット

1位	 宮澤公廣	 49	 50	 99	 21.6	 77.4

2 位	 菊池健三	 43	 46	 89	 10.8	 78.2

3 位	 柴田輝男	 50	 47	 97	 16.8	 80.2

4 位	 土方秀一	 50	 52	 102	 21.6	 80.4

5 位	 西田茂登美	 61	 61	 122	 26.4	 95.6

6 位	 松本將男	 64	 58	 122	 25.2	 96.8


